
4，地域医療の崩壊とその再生にむけて



岩手県沿岸市町村の医療提供施設の被害状況及び復旧状況
【H25.8.1現在】
www.pref.iwate.jp/.../h250801_Damege_and_Resume_Survey_of_me
dical_institutio..

被災地内医療施設被害状況と復旧

Tatsumi Yamanome all rights reserved.

H25.8.1現在



地域医療の崩壊-1：津波前

大船渡病院
：3次医療機関

住田診療センター
（元々20床、現在無床）

高田病院

希望ヶ丘病院（Psy)

開業医

吉浜診療所

越喜来診療所

綾里診療所

二又診療所

広田診療所

国保診療所

大東病院
：脳卒中などの
機能訓練での主たる
転院先

慢性期、およびリハ
受け入れ病院
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地域医療の崩壊：大津波後

大船渡病院

住田診療センター

高田病院壊滅

希望ヶ丘病院（Psy)

開業医

吉浜診療所

越喜来診療所

綾里診療所

二又診療所

広田診療所

国保診療所

大東病院：機能停止

開業医2名死亡
1名行方不明

市中心部17診療所活動
開業医1名行方不明

市中心部診療所は2つのみ。
増加の見通し皆無！
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地域医療の崩壊：大津波後２

大船渡病院

住田診療センター
入院機能復活可能⇒するつもりなし。

高田病院壊滅

開業医

吉浜診療所

越喜来診療所

綾里診療所

二又診療所

広田診療所

国保診療所

大東病院：機能停止

市中心部17診療所活動
開業医1名行方不明

地域包括医療ネットワークの消滅

陸前高田市中心部＝医療機関２つ（外来のみ）
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2006年度～2010年度 4年間
大船渡病院脳神経外科（入院）からの転院紹介先

転入院紹介総計（4年間） 327

1、県立大東病院 89 （27.2％）×(建物被害機能停止）

2、県立高田病院 76 （23.2％）×（全壊）

3、いわてリハビリセンター 21 （ 6.4％）
4、気仙苑・地の森クリニック 17 （ 5.2％）
5、栃内第二病院 14 （ 4.3％）
6、富美岡荘 13 （ 4.0％）
三陸の園、松原苑・松原クリニック・希望ヶ丘病院、高寿園など

27 （ 8.3％）
（注） は震災後“ゼロ”

気仙内（大東含む） 67.9％
↓

2011/7/31現在 気仙内への転院：8/55＝14.5％
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県保健福祉部 県医療局

自治医大梶井教授
（地域医療センター）
アドバイザー

県医師会

高田病院大船渡病院気仙薬剤師会
気仙歯科医師

会
気仙医師会

大船渡保健所

大船渡市

陸前高田市

住田町

“気仙医療再生会議”
2011/6/16 第一回開催

大船渡病院災害医療科長と大船渡保健所長の発案で地域の医療再生
目的で発足した会議。自治医大の地域医療の専門家をアドバイザーに迎え、
今後の気仙地区の地域医療の在り方に関し、県に考えを積極的に発信した。
しかし数年後には人事異動などで被災地内医療の実態を知らず、存在を示す

程度の委員が増え、声がけしたとはいえ被災地医療から自ら手を引いた者が
現れ、その結果か徐々に目的とは違った活動内容となり、意義が失われること
となった。そこに“みんながそれぞれやることをやった”という姿は失われた。
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気仙地区医療再生についての県への
状況・意見の吸い上げる機構が欠如！

2011/6/16、8/4、2012/1/18
気仙地区医療再生会議開催：3回開催

10/13 岩手県知事（県議会）
「3県立病院再建が基本」とした。

2017年現在 全壊した、山田病院、大槌病院、高田病院
は再建されている。しかし2022年時点で、たとえば釜石大槌地区の
医療拠点の県立釜石病院の種々の機能が切り取られて地域住民
に大きな負の影響を及ぼしているのは、逆行した動きとしか言いようがない。

沿岸部の地政学的、歴史学的状況を考えれば、
英断であったと評価できる。
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最後に
この記録に使用した写真は3.11活動終了後筆者の発案で院内すべての記録写真を事務局に
集め、活動記録を発表する際に、関わった者は院内誰でも使用可能とした記録である。

一部の写真は大船渡市役所、全国からの支援医療救護班、保健師チーム等が提供してくれ
たものであり、感謝申し上げます。またデータは独自に収集整理を行ったものであることをお断
りする。

また、事実を記録したものであり、表現により誤解を招くことがあるかもしれないが、何者も批
判する意図はない。現場の複数の目線による記録である。

災害時保健医療システムへの無知、あるいは平時のシステムでしか物事を考え判断できない
と、災害時用のシステムが無い中で発生したこのような大災害へ対処しようとすると、被災者の
命や健康を守ろうとする急速に立ち上がる必要なモノを否定し、自己の意識を中心に物事を考
えようとする者が現れ、誤った方向にモノを導くことになる。

ひいては被災者の生命・健康に危険を招くことになる。

今回の大災害がこのような方々の覚醒を促し、被災者の命・健康を守るために何が必要かを
第一に考えられるようになることを望むものである。

この記録は東日本大震災前から準備され、発災時から約3年間活動した、
大船渡病院、大船渡市・陸前高田市保健医療を記録した公的記録としてよいもの

であることを強調する。

次に来る災害への保健医療活動に少しでもお役にたてれば幸いである。
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